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この研修で準備するもの

• 各教員にChromebook端末とID,pwd

• 各先生のIDを事前にClassroomに登録する

（教師用のIDと生徒用のIDの二重に必要）

（確認用 hct01@hakonet.ed.jp 生徒を準備）

• Kamiの練習シート（pdf）、マッチ棒クイズ（pdf
とDOC版の２種類）
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研修の準備

• ２つの教室への参加をお願いします
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生徒への課題の配布

4



教師の役割での研修に入室
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課題プリントの配布

• プリントを課題として生徒に配布します
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配布の仕方の選択

7

回収や採点が
必要なとき

見るだけで
十分



コロナの授業配信は「資料」を利用
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課題の添付
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右半分の設定

配布の対象～すべて
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配点～必要に応じて

期限～いつまでに提出を指定

課題が見やすいように

トピックに分類し、

最後に「割り当て」を押す



トピックをつけて投稿
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生徒アカウントで課題を開封
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先生アカウントで提出を確認
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提出前

提出後



DocumentやSpreadsheets

• Googleのアプリとは親和性が良い
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提出のボタン



WordのファイルをClassroomで開く

• 提出のボタン～ワードのファイルをドキュメン
トで開いても、「提出」のボタンが出ない
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①最初は黒で開き

②Documentで開いても・・・



学習管理機能（LMS機能）を使うには

• Googleのアプリとは親和性がよい

• MS系のソフトを使うときは、LMSの機能が使
えないときがある

• Kamiなどのアドインを使って、扱えるファイル
の種類や運用面を補強する
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アドイン機能の利用

• Kamiというpdfに書き込みできるソフトを、自
分のChromebookから設定する
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Kamiのインストールと利用体験
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Kamiをインストールする
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ロゴの表示
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With Google を選択



権限のリクエスト

21

一番下までいって、「許可」



Kamiというアプリが起動する

22フリーのバージョンで制限のある機能には鍵マーク

ライセンスはここから入力



pdfのファイルに書き込んでみる

23



課題の提出
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Turn Inで
出題者に
課題を提出

※課題の提出にはLicence Key による正規ユーザへの登録が必要です



提出に成功すると・・・
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クラッカーが
鳴る絵を表示



pdfファイルの可能性

• これまでの、自作プリントをpdfにして出題し、
生徒に解答を書き込ませて提出させる

• ワードや一太郎のファイルを
GoogleDocumentに変換しなくても利用可能

• 提出されたpdfに赤丸をつけて生徒に返却で
きる（まさに、紙と同じ使い方ができる）
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Kamiを教師の役割で利用して課題を出す

• 課題のpdfファイルを、マイドライブなどに
uploadする

• そのファイルを、ダブルクリックで閲覧する
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ファイルを
ダブルクリック



アプリからkamiを選択する

• pdfはこんな感じで開くので、ここからアプリを
選択する
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Kamiからの課題の出題
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• Menuから、Create assignmentを選択する

ここから、

これを選択



Kamiからの課題の発行
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①タイトルを入れる ②クラスと生徒を選択

③トピックを選択

④良ければ発行



発行が成功すると
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生徒の画面で、どのように発行されたか
確認してみましょう



生徒の画面での確認
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二つのアイコンの上から開くと、kamiが起動する


